
6 月 24 日に上田市立美術館で開催された

多文化交流プログラム「提灯絵付けワークショッ

プ」に、繊維学部の留学生が参加し、アジア各

地で見られる「祭り」や「祈り」をイメージした提灯

の絵付けを行いました。完成した提灯は、今秋

に美術館にて開催予定のアジアに関する展覧

会の期間中、会場の入り口前を飾ります。 

 

新型コロナが 5 類感染症となり、対面イベント

が徐々に復活してきました。留学生ガイダンスもオ

ンライン方式から対面へと切り替わり、海外から

の訪問者も増加しています。例年行なっていた

日中韓シンポジウムも"The 14th International 

Symposium on High-Tech Fiber Engineering for Young 

Researcher -Sustainable Development with Chemical 

and Nanotechnology -"と題して 8 月に中国蘇州大

学で開催、参加する本学学生達には広い視野

と経験を獲得することを願っています。さらに 11

月にはインド工科大学デリー校と"1st Indo-Japan 

Textile Research Conference 2023"を現地で開催予

定、新たな交流の機会が生まれることを期待して

います。皆様の変わらぬご支援を何卒宜しくお願

い申し上げます。 
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6 月 15 日に上田警察署、上田市多文化共

生推進協会、上田市立美術館の皆様にご来学

いただき、留学生ガイダンスを開催しました。今年

度は対面にて実施することができ、会場には約

40名の留学生が集まりました。ガイダンスでは、日

本で生活するうえで守るべきルールの説明、上

田市多文化共生推進協会で開催されている文

化交流イベントや、上田市立美術館で開催され 

学内行事 留学生ガイダンス・交流会 

る多文化交流プログラムの紹介、こころの健康に

ついてのお話があり、留学生は真剣に耳を傾け

ていました。 

ガイダンス後には、3 年ぶりに留学生歓迎交流

会が開催されました。軽食を囲みながら、留学生

同士や参加された先生方とお話をし、交流を深

めました。1 人ずつ自己紹介を行った際には、出

身国のことや日本で頑張っていること、趣味など

を発表し、拍手や歓声があふれる活気のある会

となりました。交流会でできた繋がりにより、よりよい

学生生活となることを願います。 

多文化交流プログラムへの参加 

ご  挨  拶 



小林 俊一（室長、ﾊﾞｲｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｺｰｽ）    
金 翼水(副室長、機能機械学ｺｰｽ) 
マクナミー キャシー（副室長、化学・材料学科） 
高島 誠司(応用生物科学科) 
ハニウッド マイケル(感性工学ｺｰｽ) 
朱 春紅(先進繊維工学ｺｰｽ) 

2023 年 4 月に、4 名の博士課程学生、6 名

の修士課程学生、4 名の学部学生、2 名の研

究生が入学しました。6 月現在の繊維学部（修

士課程、博士課程含む）の留学生の総数は 76 

名となりました。 

 

 

繊維学部で活動している国際交流団体の

flat です。日本人学生と留学生、上田市内の

多文化交流・国際交流を目的に、主にまちなか

キャンパスうえだで活動をしています。コロナ禍と

いうこともあり、なかなか活動ができておりません

でしたが、本年度から徐々に活動を再開し始め

ました。7 月 18 日には久しぶりにイベントを行うこと

ができました。七夕に関連して笹に短冊や折り紙

で作った飾り付けを飾ったり、またお菓子を食べ

ながら会話を楽しんだりと充実したイベントとなりま

した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ小規模での活動ですが、ぜひ色々な

方々に flat を知っていただき、交流の輪を広げて

いきたいと思います。国際交流団体という名前

から、参加してみたいけど英語が話せない、勇

気が出ないという方もいらっしゃるかもしれませ

ん。私自身も英語を話せる訳ではありませんが、

英語でなくても簡単な日本語や動作で会話をす

ることができます。お互いのことを知ろうという気

持ちが大切だということを flat の活動を通して実

感しました。今後もハロウィンやクリスマスなどの

季節のイベントや英会話サロン、ムービーナイトな

ど行っていく予定です。日本人学生・留学生問

わず、気軽に参加していただければ嬉しいです。 

国際交流団体 flat 代表 柴岡 遥香 
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国際交流推進室 

 

本ニュースへのご意見、ご要望などありましたら、 
国際交流推進室メールアドレス 
 （fkokusai@shinshu-u.ac.jp）へお寄せください。 
 
◆国際交流推進室ホームページ◆  
http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/textiles/exchange/ 

国際交流推進室 室員紹介（教員） 

学生サークル 国際交流団体 flat 

外国人留学生受入れ推移 2014～2023 
                       2023 年 6 月現在 

■研究生  ■博士課程  ■修士課程  ■学部生 

（交換留学生含む） 

外国人留学生出身国(地域) 割合 
                       2023 年 6 月現在 


